






























































































せて 20 チームが参加した 5。
釜石市と姉妹都市を結ぶ愛知県東海市の交流団






























































3県の約 440㌔を 9 日間で縦断する「みちのくマ
35震災復興事業におけるスポーツ事業の貢献


















生合わせて約 130 人が参加した 14。
釜石水泳協会主催の第 42 回釜石市民水泳大会





呼びかけ、両地区から約 20 人が参加した 15。
2．多様な地域スポーツイベント貢献
第 38 回釜石健康マラソン大会（市教育委員会、




て実施し、市内外から 460 人が出場した 16。














釜石やっぺしエアロ」が同年 10 月 21 日、釜石中
体育館で開かれた。釜石市エアロビック協会が主
催し、今年で 12 回目となり、釜石・大槌地区の
愛好者ら約 150 人が参加した 18。
第 3回かまいし仙人峠マラソン大会（同実行委
主催）が同年 10 月 28 日、釜石市甲子町大橋の旧
釜石鉱山事務所を発着点に行われた。北海道から
兵庫まで各地から昨年を 240 人も上回る 1,011 人
が参加した 19。






戰が 10 日、2 年ぶりに再開した。8チーム、100










丹町町内会連合会後援）が同年 12 月 22 日、唐丹
中体育館で開かれた。地域の幼児から 80 代まで












2012 年 8 月 5 日開催の「釜石はまゆりオープ
ン・ウオーター・スイム」を前に、会場となる釜
石市鵜住居町の根浜海岸までのアクセス道路をき





第 6 回県古希軟式野球大会が同年 7月 22 日ま
での 3 日間、釜石市の平田公園野球場で開かれ
た。70歳以上の選手からなる9チームが出場した。
釜石での開催は 2007 年以来 2回目で、大会は県
還暦軟式野球連盟が主催し、シルバー釜石が主管
した 26。






















開かれた。交流会は SW の 2012 年定期総会に続
いて開かれ、SW の選手やサポーターら約 80 人
が出席した 29。






年ラグビー W 杯会場誘致に協力を約束した 30。
釜石シーウェイブズ（SW）RFC 釜石応援団は







ガー）は同年 10 月 7 日、釜石市内 2カ所の仮設
商店街に「ラグビーワールドカップ（RWC）釜
石誘致応援フラッグ」を掲げるボランティア活



















と近隣の 23 人が指導を受けた 34。
ロンドン五輪ボクシング競技のミドル級金メダ








リストの健一選手（ALSOK）が同年 12 月 8 日、
小佐野小を訪れ、児童らと触れ合った 36。
釜石市野球スポーツ少年団協会（11 チーム）






ラクゼーションセミナー」が同年 12 月 9 日、釜
石市新町の県釜石地区合同庁舎で開かれ、市内か






















45 号沿いの 500㍍ほどの区間に 33 本のフラッグ
を掲げた 40。














の一環として、2011 年 11 月 16 日、大震災で校
舎を失った鵜住居小（児童 270 人）と唐丹小（児











ラブは同年 10 月 27 日、唐丹中、唐丹小に軟式野









は同年 11 月 2 日、釜石の少年スポーツ振興へ義
援金 10 万円を贈った 45。




とになった。同年 11 月 20 日、釜石市と、新日鉄
住金の炭調達先である米国エックスコール社の寄
付に関する調印式が釜石市役所で行われ、クラブ






せられた募金 2万 5,965 円を市社会福祉協議会の
「まごころ福祉基金」に贈った。寄付金の総額は












営するマーク・スコット氏らは同年 11 月 29 日、
子どもたちのスポーツ教育に役立ててもらおう
と、釜石・大槌地区小学校体育連盟に 1640㌦（約
13 万 5,000 円）を寄付した 49。
Ⅵ．スポーツ政策貢献













同年 10 月 10 日、国体準備委員会を設置し、初会
合を開いた。競技団体関係者など 15 人に委員を
委嘱した 51。
同年 10 月 28 日に行われた第 3回かまいし仙人
峠マラソン大会の結果をまとめる実行委員会が







岩手県が 2012、13 年度の 2 カ年にわたり実施
している「新しい公共の場づくりのためのモデル

























































































 復興釜石新聞「やむなく遠野で陸上記録会」（2012 年 9
月 15 日付）。
3
 同「シープラザ遊　人口芝老朽化」（2012年 9月 19日付）。
4
 同「仙人峠マラソン大会へ」（2012 年 10 月 17 日）。
5
 同「20 チーム　新コースでタスキつなぐ」（2012 年 11
月 14 日付）。
6




釜石で」（2013 年 1 月 16 日付）。
8
 同「スポーツ、文化の拠点として 50 年余」（2013 年 1
月 19 日付）。
9
 同「商店街と連携　流経代が協力」（2012 年 8 月 8 日付）。
10
 同「日本代表の小佐野クラウン」（2012 年 8 月 8 日付）。
11
 同「トライアスロン大会復活への力泳」（2012 年 8 月 8
日付）。
12
 同「被災 3県 440㌔縦断」（2012 年 8 月 18 日付）。
13
 同「メダル手に釜石へ」（2012 年 8 月 18 日付）。
14
 同「釜石で東北発　ライフセービング競技会」（2012 年
8 月 18 日付）。
15
 同「小学生～一般 120 人が力泳」（2012 年 8 月 25 日付）。
16
 同「秋空の下　さわやかに　軽やかに」（2012 年 10 月
10 日付）。
17
 同「秋晴れの下で大運動会」（2012 年 10 月 17 日付）。
18
 同「150 人が躍動　汗流す」（2012 年 10 月 27 日付）。
19
 同「復興へ弾みつける釜石マラソン」（2012 年 10 月 31
日付）。
20
 同「『希望の灯り』釜石へ」（2012 年 11 月 28 日付）。
21
 同「ナイターバスケも再開」（2012 年 12 月 19 日付）。
22
 同「復興祈念　70 人参加」（2012 年 12 月 29 日付）。
23
 同「スカットボール　地区対抗で楽しむ」（2012 年 12
月 29 日付）。
24
 同「ソフト剣でチャンバラ」（2013 年 2 月 20 日付）。
25
 同  「根浜のアクセル路をきれいに」（2012年8月1日付）。
26
 同「シルバー岩手６連覇」（2012 年 8 月 1 日付）。
27
 同「地域の絆にラジオ体操」（2012 年 8 月 1 日付）。
28
 同「支援物資搬送に汗」（2012 年 8 月 25 日付）。
29
 同「公式戦開幕へ意気上げる」（2012 年 8 月 29 日付）。
30
 同  「Ｗ杯釜石誘致に強力“助っ人”」（2012年9月8日付）。
31
 同「ＳＷ開幕戦勝利を祝う」（2012 年 9 月 15 日付）。
32
 同「仮設商店街にＲＷＣ誘致フラッグ」（2012 年 10 月
10 日付）。
33
 同「140 人軽快にステップ」（2012 年 11 月 28 日付）。
34
 同  「トライアスロン大会復活へ」（2012年11月28日付）。
35
 同「被災地の子どもに元気を」（2012 年 12 月 8 日付）。
36
 同「レスリング　小佐野小で児童らと交流」（2012 年
12 月 15 日付）。
37




12 月 15 日付）。
39
 同「勇気届けるリターンパス」（2012 年 12 月 22 日付）。
40
 同「被災の国道沿いに誘致フラッグ」（2013 年 1 月 16
日付）。
41
 同「テニスで岩手を元気に」（2013 年 3 月 2 日付）。
42
 同「唐丹、鵜住居小にスポーツ用具」（2011 年 11 月 19
日付）。
43
 同「中学校バスケを支援」（2012 年 10 月 20 日付）。
44
 同  「唐丹の少年野球にボール贈る」（2012 年 11 月 3 日）。
45
 同「少年スポーツ振興へ」（2012 年 11 月 7 日付）。
46
 同「英国風のクラブハウス建設へ」（2012 年 11 月 24 日
付）。
47
 同「早起き野球リーグ納会」（2012 年 11 月 28 日付）。
48
 同「フライングディスク贈る」（2012 年 12 月 8 日付）。
49
 同 「子どもたちのスポーツ教育に」（2012 年 12 月 1 日
付）。
50
 同「復興交付金事業など　239 億円を増額」（2012 年 7
月 21 日付）。
51
 同  「4年後の国体へ準備委始動」（2012年 10月 17日付）。
52
 同「仙人峠マラソン継続へ」（2012 年 12 月 15 日付）。 
53
 同「『新しい公共』モデル事業報告会」（2013 年 2 月 9
日付）。
54
 同「釜石市体育賞　活躍たたえ 15 人、5団体表彰」（2013
年 2 月 27 日付）。
55





This paper is to present the various sports activities contribution toward revival from the Earthquake Disaster in 
Japan.
Recreational sports activities and sports events have developed after the Earthquake Disaster in Kamaishi City, 
Iwate Prefecture. These sports activities have been making an important contribution to residents in Kamaishi City.
This contribution is classified as follows: sports facilities contribution, sports events contribution, sports organi-
zations contribution, sports funds contribution and sports policies contribution.
Sports activities are dependent on the basis of sports facilities which provide opportunities of personal friendly 
exchanges. Sports events are useful motives for going out and exercising. Sports organizations take over, support 
or sponsor various sports events. Sports funds are very important resources of sports activities which need sporting 
goods etc. Sports policies are directly connected with reasonability and legitimacy in above sports contribution.
（2013 年 5 月 31 日受理）
Sports Activities Contribution toward Revival from the 
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